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	第29節　災害復旧・復興への備え
	　全部署


　村は、災害廃棄物の発生を抑制するため、建築物の耐震化等に努めるとともに、大量の災害廃棄物の発生に備え、広域処理体制の充実に努める。また、災害発生後、円滑で迅速な復興活動を行うために、平常時から復興時の参考になるデータの保存及びバックアップ体制を整備する。

　なお、災害対策及び災害復旧のための財源の確保を行い、的確な運用を図る。

１　災害廃棄物の発生への対応

　(１)　災害廃棄物の発生を抑制するため、建築物の耐震化等に努める。

　(２)　大量の災害廃棄物の発生に備え、大規模仮置場の候補地の確認など広域処理体制の充実に努める。

２　データの保存及びバックアップ

　(１)　データの保存

　　　復興対策には、戸籍、住民情報（住民基本台帳）、地籍、建築物、権利関係、施設、地下埋設物等の情報及び測量図面等のデータが必要となる。このため、あらかじめ重要な所管施設の構造図、基礎地盤状況等の資料を整備しておく。

　(２)　バックアップ体制の整備

　　　資料の被災を回避するため、複製を別途保存するよう努める。また、村で保管している公図等の写しの被災の回避のための手段を講ずる。
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